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昭和４９年度調査結果Ｉ



｢I〕調査目的

太平洋中区における沿岸漁業振興のため、栽培漁業の事業化を目標として、主要水産生物の

生活環および分布生態等を明らかにし、種苗放流による生産増の可能性、適正放流種、放流種

苗の特性および放流海域等を究明するための基礎資料を得ることを目的とする。

＝

〔Ⅱ〕調査対象魚種および海域

「マダイル「インダイ」、「インガキダイ」に関して、伊豆諸島海域について調査する。

〔皿調査の方法および結果

Ａマダイに関する調査

Ｌ調査の方法

’）発育段階別分布生態

（１）幼魚の生態

幼魚の生息が確認されている新島前浜の藻場（アカミ場）にて小型地曳網（６人前

後で曳ける魚捕部の目合１４節長さ６０間）を用いて、目視観察と同時に網を曳いた。

また、同所で操業（ている地曳網４統のうち】統について委嘱調査を行なった。

（２）成魚の生態、

マダイを魚獲する各種漁法（寄網・刺網・底釣網等）と漁獲される魚体の体型を検

討した。

（３）年令と成長

年令形質としての鱗について、再調査を行たうと共に地曳緩、寄縮に入るマダイを

併せて検討を行なった。

（４）移動

茨城県大洗よりチダイを運搬し、飼育の後前年同様アンカータクによる標識を行

なった。

２）産卵親魚の分布生態

（１）産卵生態

２～６月に漁獲されるマダイを購入し、Ｇエ値〔（GVV／し３）×Ｍ)４〕、Ｈ値〔（０Ｗ

／ＢＷ－ＧＷ）×１０３〕の検討を行なった。また、プアン固定液にて処理した後、７０

筋アルコールに移し、東京水産大学水産動物増殖学麩室の協力を得て切片標本を作成

５－



し検討を行なったの

（２）卵・稚仔の分散

ハガキをビニール袋に入れて密閉し、関係各県との統一実施日に新島・式根島周辺

にて放流した。

（３）水温・海況

東京都・神奈川県の定線観測資料と大島の定置観測により、産卵時期の水温を検討

した。

3）発育段階別食物環

昨年の補足調査を行なうと共に、地曳網にて漁獲した魚種の食性調査を実施し、マダ

〆

ィ幼魚との競合種の倹討を行たつ

調査結果

'）発育園砦別分布生態

（１）幼魚の生態

幼魚の出現状況を調べるた

め、４～９月に廷４回、新島

前浜にて地曳網調査を実施し

た。調査地点は図Ａ－ｌに示

す藻場（アカミ場）ご’地

点１縄１回２～３地点の調

査を行なった力（漁獲した魚

種は表Ａ－１に示すとおり魚

類３８種、その他１種、総計

７，０９７尾である。

魚撞の組成割合は図Ａ－２

に示すとおり４月はマアジ・

ムツ、６月はマアジ・クロメ

ゾナ・ムギイワン、７月はキ

タマクラ、９月はシロギスか

それぞれ多かった。

月別の漁獲尾数の状況は種

２

浜

新
島
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図Ａ－１地曳網調査地点
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地曳網調査により漁獲された魚種組成
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表Ａ－１漁喚試験漁獲物一覧表

単位:尼

誰
日日 ０．２６

種～茎
６

４
ザ

４ユ３３

４

１１８

１００コ

１０ｑＯ

７



％

数と平均漁獲尾数〔総漁獲尾数（Ｎ）／曳網回数

（Ｅ）〕の変化を図Ａ－３に示したが、種数は１２

～２０種で６月に最も多かったか、ざぼど大きな

変化はゑられないのに対し、平均漁漣尾欽は７月

ｐ
ｏ

５
コ

２０００

1０００

Soo

表Ａ－２漁獲試験で漁獲されたマダイ

←
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釘耀由Ｅ月日１尾TＺ伝

1００

ｄｑＱ
Ｆ１

L」

ｓｏ

４５６７８９日

図Ａ－３種数.平均iM((挫尼

数の変化

○極数

●平均漁礎尾数

｢1

Ｍ

に非常に少ない値となっている。このことは６月の調査でアカミ場が漂砂に埋没しつ

つある状態であったか、この傾向は７月に更に進み、アカミ場面積が縮少したことも

影響していると考えられる。このほ水新島前浜では４～６月はマアジ・ムツ・マサ

パ等来遊種か主体であり、７月以降は固有種が主体となる傾向が認められた。

マダイ幼魚の漁獲は６．７．９月の調査時にみられたカヘ６．７月は１尾のみで、

目視観察でもマダイの群はみられたかった。９月の調査時にはアカミ場沖の砂場（水

深５ｍ）に２０～３０尾のマダイの群をみつけ、地曳網を曳いたところ、６尾の入網

があった。なおその後の聞き取り調査によれば、間々下（図Ａ-1参照）および前

浜水深２０m付近（魚礁周辺）等にマダイの群がみられたとのことである。

今年採集したマダイ当才魚の大きさは表Ａ－２に示すとおり、６月尾又長６L5Iun」

７月８５．５ｍｍ、９月１３８，｣､I（範賎１０８～１５５ｍｍ）であつね

６月から９月の成長はほ堂直線で示されるので、成長式を昨年度の資料を加えて算

出するとＹ－ＵＬ７２４Ｘ＋６２（新島前浜、期間６月１３日～９月２６日、資料数

←
●9

８－



表Ａ－３アカミ場の海藻相
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１５、ただし

Ｘは６月１３

日をｏとする、

尾又長範囲

６２～１５５

ｍＬ）が得ら

れた。したが

って（６月以

降１日約０７

ｍｍの割合で

成長を続け、

６月に５５～

UＯＯ

６０

１００

戸日

2０４０６０ ８０◎

6.1ユａＺＯ６．３０zＵＯＺ２０Ｚ3０８.DＯｑ２Ｏ８３０９１０920Ｑ３Ｏ

図Ａ－４マターイ幼魚の成長

７７Iuln、７月に７７～９８ｍｍ、８月に９８～１２０ｍｍ、９月に１２０ｍｍ以上に達

すると考えられる。

また、この間の尾又長と体重との関係はＢｗ－Ｌｏｏ４４ｘ１Ｏ￣ｚＦＬａ３２２５

（尾又長範囲６２～１４．４．，，Ｎ＝１３）と計算された。

また、本年はアカミ場で坪刈りを行ない、餌科生物の調査を実施する予定であった

溢漂砂のため中止した。なお、アカミ場の海藻相は紅藻類３６種褐藻類９種、緑

藻類４種､計４９種（表Ａ－３参照）で昨年度の調査より紅藻類１０種褐藻類２種

か増加した。種数は更に増加すると考えられる、主体はタンパノリＧｒａｔｅｌｏｕｐ１ａ

ｅｌｌｉｐｔｉｃａである。

新島前浜の地曳網はメヒカリイカを対象として４～７月に操業されている。この網

にマダイ幼魚の入網があるので地曳網’統（前四丸）を標本網として昨年に引続き委

嘱調査を実施した。

本年の漁獲状況を昨年と比較してメヒカリイカについて図Ａ－５に示したか、５月

以|窪極めて悪い漁獲であった。

このことは６月の潜水観察により確認した漂砂によるアカミ場の減少が原因してい

ると考えられる。

アカミ場の面積減少が影響してか、本年は８月にアオムロ・カンパチ。シマアジ等

が３６６ｋｇ／１網漁獲されており、Ｗ陣F同期のマアジ６ｋｇ／１網に比べ来遊魚類

－１０－



碁｝．
○－○’７３

●-●'７４
が多かったようである。

なお標本網にマダイ幼魚・成魚とも入網はなか

った。

また６月に新島前浜と黒板裏の藻場に二枚網を

’晩投入したところ、前者ではカンパチ２尾（尾又

長３４５～３８３ｃｍ）、ホウポウ１（４２０）、イ

タチウオ１（３８７）、ヒラメ１（５２０）、クロ

メジナ１（２６２Ｍ（後者ではヒラメ１（２８２）

コシヨウダイ１（３３３）、インガキフグ１（２７．４）

釦
“
ｍ
ｍ

ｏ６
1０

コンヨヮクバィⅡ（ｊ１ｊハイン刀コャノン1ｋ色「・坐ノ ４５６７８同

カワハギ１２（？ＬＯ～２６１）、アカエイ２（図Ａ－５メヒカリイカの

２９L４，３７．８）、イセエピ９（体長１２．０～２７．０）一網当り水場景

が羅網していた。したがって、夜間には藻場にこれら大型魚が来遊するものと思われ

る。

(2)成魚の生態

ａ、春のマダイ

伊豆諸島のイセエピ漁は９月から翌５月まで行なわれているか、このエビ網にマ

ダイの羅網かみられるのは２～５月の間で、特に大型固体の羅網が特徴であり、今

回エビ刺網で入手した最大のものは又長７５６ｃｍ、体重916ｋｇであった。本年

エビ刺網・磯刺網・寄網等で入手した個体は表Ａ－４に示すとおりであるカミ新島

前浜では同型のマダイが陸からの投げ釣（タイヤ流し釣）により夜間釣獲されてい，

ろ。

この大型タイの羅網する範囲は聞き込み調査によると図Ａ－６に示すとおり大島

・新島・式根島であり、利島・神津島・三宅島では事例がなく、神津島では’0～

１１月に中型魚の羅網がみられるとのことである。

表Ａ－４刺網類を主体にした漁猿

漁法

戯刺網

エビ刺網

〃

〃

寄網

〃F聖｢幹i二
漁獲年月日

７４２．２７

ａ２３

５１３ ９６４０

２９７０

７５L６

５ｑ５

６１０

－１１－



左為エビ刺網を主体とする

これら網漁業の操業水深は３０

ｍ以浅であり、特に２月の羅網

時の水深は５，前後であった。

玄危４～５月に水深４０～

７０ｍの底釣で昼間マダイが釣

獲される。本年入手した個体は

表Ａ－５に示すとおりである。

特に大島の代表的マダイ漁場

の一つである野増沖漁場を図Ａ

－７に示した。海底地形は平担

友海底で、新野式ドレソヂを用

鑿碑
－bＵｑ

ｂ

ｉＬＴ

Ｌ．／
`￣.~,（；_

雛
新島

式イ

．．／

が'挿舅輻．、
．〈:へ,．．’／

~〃＊1ロノ三檀烏
'0.

1○』〆-.｡

■J□-－●の

友海底で、新野式ドレソヂを用図Ａ‐６大型マダイの接岸地域

いての調査では礫（ａｏｏｍｎＩ・ 部分

く）、大砂（ａＯＯ～1.00ｍｍ）が４０扮以上を占め、中砂（１．００～ｑ５Ｏｍｍ）

を入れると７０９６以上を占めており、潮通しの良い安定した海底であるへ

底生女物としてはカニ熱、多毛類ヤドカリ煩簔魚類の好餌料と左ろものが多い。

を為マダイの体一・表Ａ－５底釣にエろ漁獲

底生女物としてはカニ熱、

を為マダイの体一・

型は前述の刺網のタ

イに比べやＬ小型で

ある。

刺網は夜間、底釣

が昼間であることか

ら、この時期のマダ

イは水深４０～７０

ｍの海底に昼間生息

し、夜間に島の周辺

のかたり浅い場所に

接岸するものと考え

られる。

ＴｌＪ守市「

場
一
島

丼
ａ ８ＬＯ

４７．０

８４５０

２０４０

日１７ ７２．４

６８６０

６６００

６１００

５３１１５１０

－１２－
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`紗･季～杯■

図Ａ－７．大島野増沖マダイ漁場Ｒ；岩ＦＳ；細砂

（○印大型魚礁）ｓｉ砂Ｇｊ礫

ＯＳ；粗砂

b・初夏のマダイ

伊豆諸島では６月より’０月まで寄網漁業が行なわれる。寄網漁業とは島によっ

ては建切網とも呼ばれている力（水深４０ｍ以浅の魚を潜水等によりあらかじめ設

置した網に追い込み漁獲する漁業五１統の操業規模は漁船１２隻前後、総員３５

～４()名潜水機船ｌ～２隻で漁獲量はタカペ・イサキを主体に年間約８００トン

ある。操業方法は図Ａ－８に示したカヘ操業手Ⅱ頂の概要は次の通りである。

①漁場に到着し、魚群を発見すると３隻の網船でへラ綱（Ａ）を投入し、魚を寄

せ集めると共ＩＣ(l､寄網（Ｏ）、大手網（Ｂ）を投入して魚を囲う。

②１０隻前後の船で、ヘラ綱を曳きなから魚を威嚇し寄せ集める。

③小寄網に魚群が追い込まれると建切網（Ｄ）を投入し魚を完全に閥tjb

④袋網（Ⅱ）を投入し、錨で固定する。

⑤前網（Ｆ）を投入し、２隻の船で小寄網伝い（Ｃ）に網を縮少し、袋網に追込

み漁獲する。

⑥潜水船はへう綱の後方にあって綱し網の根がかりを処理し、網成り、魚群の状

態を常に監視する。

－１３－



寄網漁業での漁獲量は図Ａ－９に示すとおり神津島が最も多いが、マダイの入網

はない。新島若郷漁協の４８年の水場は総計２３１，０１２ｋｇ、タカベ・イサキが主

体であり、マダイの水場は１，１３１ｋｇであり、月別では５月４，９４５ｋｇ、６月

７９，４６０kｇ（内マダイ５６０ｋｇ）、７月４９，８０９ｋｇ（同２６９ｋｇ）、８月５８，０３４

｡(､＝

Ａ

図Ａ－８寄網操業模式図 図Ａ-９寄網による島別水場割合

k９（同２４３ｋｇ）、９月３３，２５８ｋｇ（同３１ｋｇ）、１０月５，５０６Ｋｇ（同２８ｋｇ）

である。

ただし、マダイはその他の魚種で処理されているため銘|丙の区分けも不明である。

銘柄分けをしているのは表Ａ－６に示す野増漁協の例かあるか、総水場４９，３７ａ９

ｋｇのうちマダイは５９４．５ｋｇと水場は少ない。

月別Z)d易量は６月２０，９５０４ｋｇ（内マダイ２６０５ｋｇ）、７月１３，１８３３ｋｇ（同

２９３５ｋｇ）、８月12.24ｑ2ｋｇ（同４１ｋｇ）である。

寄網漁により本年入手した個体は表Ａ－７に示す８８尾である。

寄網で漁獲されるマダイは６月上旬に新島若郷（表Ａ－３参照）で大型のものが

とれている以外は極めて小型で、特に平均叉長２０８cｍ（範囲１８６～２３６ｃｍ)の

マダイが６月に多獲された。これら小型群の叉長組成を図Ａ－１０に示した。

このうち、２０ｃｍ前後（２００～２５０９）のタイが銘柄小で処理されており、

これは後述するように満１才魚と推定される。野増地先における１才魚の漁獲は６

月ｌ０ａ５ｋｇ、７月８２８ｋｇ、８月２９ｋｇの計２１５３ｋｇで、尾数換算する

－１４－



と８６０～１，１００尾の水錫

となる。ただし、出荷は寄網操

業中に運搬船か待機して沖積

みすることと、小ダイ等は雑

ものとして自家消費されるこ

とか多いなど、実態は不明の

Ｎ＝７１

'

点も多い。

図Ａ‐１０寄網で漁獲されるマダイ小

型群の叉長組成

－１５－



表Ａ－６野増漁協における寄網・水場記録

n

Ll

－１６－

マダイ大

中

ｆ岼小
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ダカペ

イサキ

ビラマサ
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ブリ
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メジナ
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ムソ

ニザダイ

イシダイ

メイチ

ポラ

テンジクイサキ

フエフキダイ

スギ

アソ

計

６８ ６９ ６１０ ６１１ 6Ｌ１３ ６１５ ６２１ ６２６ ６２７

’２８ １１２
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表Ａ－７寄網にて漁獲されたマダイ

備考

同型の物３０～４０尾入網

,'１網水場
Ｉ１１６２６５ｋｇＩ

１マダイ小６１ｋｇ,‘

体重｜漁場叉長

２ｑ６鋤
１ａ５

漁獲年月日

７４．６８ ２００（月）
１６５

大島

大島２１０

２２６

２２１

１７２

２０６

２０８

２３９

１８１

１６５

２６７

１６８

１１５

１５５

１９６

２７６

２２５

１６２

２７６

１８１

２６９

２０６

１９６

２１３

２６２

１４０

１７１

１５６

２２０

２１１

１７２

１５０

１７５

２０９

２４２

２１６

３６２

２２５

２４０

１９６

１８６

２９５

２ｑ６

２１．４

２１．２

１９６

２ｑ４

２１．０

２１．８

２ｑｏ

１９２

２２．６

lａ８

２ｑ４

１９０

２ｑ６

２ａ２

２Ｌ８

１９５

２３４

２０４

２２．８

２１．０

200

２ＬＯ

２２．４

１８４

２００

１８６

２Ｌ４

２０６

１９２

１８６

１９４

２ｑ８

２１．６

２０．４

２５２

２１．２

２１８

２０４

lＧＬ８

２３６

６２７

１網水場

８７４ｋｇ

(肉爪'恥譽）・中１１２，

-１８－



■
(月）

８
２
４
６
４
２
０
８
２
６
２
８
４
８
０
２
４
６
８
８
０
２
０
０

８
９
９
０
２
Ｌ
２
２
８
Ｌ
ａ
Ｌ
９
０
１
０
Ｌ
９
０
９
９
Ⅵ
５
０

Ｐ

１
１
１
２
１
２
２
３
２
２
２
２
１
２
２
２
２
１
２
１
１
４
４
４

１網水揚

当:Ji1…

詞(強li：

３１９

２３６

２５５

３７８

３６１

７７０

８４２

１，０４９

１，８５４

１，４３８

８
４
８
０
４
７
８
４
１
８

■

２
Ｌ
Ｌ
５
ａ
２
２
６
３
９

●

２
２
２
２
２
３
３
３
４
３

７．２１

１網

１『１６０ｋｇ

マダイ

内(＄‘:：

８１０

２７０

５４０

２３０

８４０

８８０

１１０８０

３２０

３５０

１７１００
８６０

３３８

２ａ４

２９０

２２．４

３４２

３５２

３７，２

２４．６

２４８

３６８

３ａ４

7．２８

－１９－



c、秋のマダイ

９月から１１月にかけて底釣漁業の漁期となる力（マダイが最も多く釣獲される

のは１０月で漁場は水深６０～９０ｍである。

魚体は昨年の資料の尾叉長組成を図Ａ－１１に示したカヘ１０月の平均叉長は

３８５ｃｍ（範囲２３２～５ｑ６ｃｍ）、体重は１ｋｇ前後の個体で占められてお

り、底釣漁業では前述の満1才魚とみられるマダイの釣獲物は入手できなかったｎ

この時期には秋のイセエピ漁業が行なわれているカヘ羅網するマダイはなく（前述

のように神津島では羅網する‐未調査）沖へ移動するものと推定される。

（N

１０

５

コユ⑥2ｍ

図Ａ－１１秋のマダイの体重・尾叉長組成

(3)年令と成長

昨年の報告ではｔ，より順に尾叉長１ｑ６ｃｍ、１６９ｃｍ、２２．６ｃｍ、２７．７cｍ

３２．３ｃｍ、３６５ｃｍ、４ｑ２ｃｍ、４３６ｃｍ、４６７ｃｍjとｔ９までを算出したが、

輪紋形成時期が不明であるためしｔの値を年令と対応させ得なかった。このため、材

料補充のうえ綺論を得たいとしたが、本年は再調査の結果、前報のｒ，、ｒ３を偽年輪

と考え削除した。

輪紋の形成時期は縁辺成長率（α＝Ｒ－ｒｎ／ｒｎ－ｒｎ－ｎＲ：鱗径，ｒｎ：最終

輪径，ｒｎ－１：最終輪径の一つの前の輪径）を求心その平均値を図Ａ－１２に示し

た。これより推察すると４～５月に低い値を示し、３月に高い値を示丸このことか

ら、輪紋は３～４月に形成されることが判った。

鱗径（Ｒ）と尾叉長（し）の関係は次式に示すとおりである。

し＝Ｏ１３６Ｒ２＋２．６１２Ｈ＋1．３８１．．．．．（１）

輪径の平均値を輪群別に算出すると、表Ａ－８に示すとおりであり、輪群別の平均値

－２０－



Ⅸ

／
●

、
／７
６
５
４
３
２
１

ｑ
０
０
Ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ

／
一．
／

●一●

１２３４５６フ８９１０１１１父戸

図Ａに縁U1ix長亭仇蚕計変化

を(l険に代入し、求めた各輪紋形成時の計算尾叉長は表Ａ‐９に示すとおりである。

従って輪紋形成時の尾叉長はＬｌ－１５８５ｍｍ、し２－２３４．５ｍｍ、Ｌ３－Ｚ９ａ８

ｍｍ、し４－３６１．１ｍｍ、し５＝４１１．０ｍｍとなった。

表Ａ－８輪群別輪径平均値

-－－－－￣￣

輪 、、

輪群｜測定個体数
r５１上５ｒ２１ｒ３１ｒ４ｒｌ̄

４７４

i側兆しﾊル

値
計
均
平 ７．７９１ａＯ４１１０００１１Ｌ４０4．４９

－２１－



表Ａ－９輪紋形成時の計算尾叉長

屋叉＋二（、、

５８

【lＴ｡⑰

ＤＩ４８Ｉｎｌ

、1１４８８

この尾叉長から定差図をえがくと、各値はLt,＋１－９５２７＋Ｕ８７８Ｌ正の回帰直線

式で表わすことかでき，理論的極限尾叉長（ＬＯＣ）は７８０９工血と計算された。

次にＢｅｒｔａｌａｎｆｒｙの式にあてはめると、次式が得られた。

-0.13()1（b＋ｑ7376））しｔ＝７８０９（１－ｅ

これより、各年令の計算尾叉長はｔ，よ')''１１Jに１（ｉｑ９ｎｌｍ、２３ａ８ｕｌｍ、３()２．２

Ｔｌｊｍ、３６０１，１ｍｂ４１２．３ｍ、｣、４５６８ｍｍ、４９６７，１ｍ、５３１０ｍｍ、

５６Ｌ５ｍｍとなる。（図Ａ－１３参照）

更に、本年は鱗の検討以外に６～９月に新島地先で地曳綿にて採集された当才マダイ

と６～７月に大島の害
Ｃ、

網にて漁獲される魚群６ｏ

との関係をも検討した。Ｓｏ

６～７月に寄網にて
４０

i(!《獲されたマダイのう
３０

１う入手した材料ﾛＤ尾叉

猿組成を図Ａ－１４に”

示した。６月の材料で１０

は尾叉長１８～２５ｃ流、

一○一○－0－０
￣。

￣０－。
。／○

夕

〃
'

’
〃

７月の材料では尾父長１２３４５６７８９丈
２１～２６c郷に１つの図Ａ－１３成長曲線

山かあると考えられる。

－２２－



Ｎ
西

｣ＵＮＥ
Ｎ＝６４

1０

５

:遇錘琿 Ｉ弓由■Ｚ

ｊＵＬＹ
Ｎ＝２０５

型一謹蝋鐘曇溌一…
1８２０２２２４２６２８３０

蝋i蝋.…褒麟錘…

３２３４３６３８４０ｃｍ

図Ａ－１４６～７月の寄網にて漁獲されたマダイの尾叉長組成

卜するそこで、この山の平均尾叉長と地曳網で採集された個体の尾区長とをプロットする

と図Ａ－ｌ５が得られた。

これより、満１才の大きさを推定すると尾叉長約１８ｃｍ』とたり、前述の計箪尾叉

長にほ(王一致した。こ
－ｃｍ＿

れらのことより地曳網

のマダイは０才魚と６

才魚以上、寄網のマダ

イは１才魚を主･体に３

才魚位までの若魚の一

群であり、秋の底釣の

マダイは３～４才魚を

主体とする群といえよ

。０

１０

５６７８９１０１１Ｕ２Ｕ２３４５６７８目

主体とする群といえよ図Ａ－１５マダイの成長（矢印１才魚範
囲は最大、最小）

う。

(4)移動

チダイ幼魚を用いて

移動調査を実施した。１９７３年８月８日～１９７４年１２月２１日の間に′回、

１０，９１２尾を放流したか、再捕記録は４月１８日に新島前浜に放流したあの力同所、

岸近くの三枚網に翌日５尾雛網したのみである（図Ａ－１６参照）。このよPに、再

－２３－



捕率か極端に悪いことから、チダイはマダイとは別の生活様式をとっているとも考え

られる。

表Ａ－１Ｏ標識放流一覧表（チダイ）

放流場所|放流年月日|放流屋敷|平均尾叉長|罰Ni場所|再捕年月日|灘|再捕状況
96±｡'W）２１５０１）

根
根
根
根
沢
浜
港

ツ
ノ
ノ
》
》
前
糯
計

ク
ウ
ウ

、
、
、

島
島
島
島
宅
島
島

新
大
大
新
一
一
一
新
大

７ａａ８

〃
2．５００８８

ｌＬ２±１．１1ｑ８１２５１７

〃
1ｑ２０１２，３９１

1０２２１４９０ｉ〃

1951128±L31整流場匝'7４４１９ 三枚網３7４．４．１８

9Ｌ８±0７３１９１２．２１

１０，９１２

なお、８月から翌年４年まで飼育したチダイ

の成長は図Ａ－１７に示すとおりである。

本年は更に８，０００尾のチダイを８月７日、

茨城県大洗より運搬し、新島前浜での集中放流

を計画したが、８月１９日、１４号台風の被害

を避けるため陸上池に収容したところ、揚水ト

ラブルにエリへｆ死し、放流できたのは３１９

尾（１９７４１２．２１大島波浮港）であった。

なお、放流したチダイの尾叉長組成は図Ａ－

１８に示したとおりである。

弱ひ１

、

図Ａ－１６４月１８日の

放流地点と翌日

の再捕地点

－２４－



』
力
、 8.8

５５

アユ

Ｎ＝

２０

1０

フ３１

Ｎ＝

０８

７７

狐
、 ％

４０

３０

２０

１０

1０

０
０
０

３
２
１

８０９０１００１１０１．０１３０１４０、、

図Ａ－１８１９７４１２．２１波浮港

に放流したチダイの尾叉

長組成９０１００１１０１コ０１３０ＷＯＯ１５０
刑、

図Ａ－１７チダイの成長（飼育）

2）産卵親魚の分布生態

（１）産卵生態

２～５月にエビ網に羅網する個体を主体に、本年は特に大型マダイに焦点を合わせ

て、生殖腺の調査を実施した。結果は表Ａ－１１、図Ａ－ｌ９に示すとおりである。

３月よりｎ値の高い値（４８５７）がみられ、５月には調査尾数９尾のうち、７尾が

Ｒ値４０を越え、５月１７日には卵の放出が認められた。ただし、５月３１日の標本

のＲ値はａ４と低く、、月末には産卵か終了したものと考えられる。

別途、昨年度の材料を合せマダイの生殖腺の組織学的検討を行なった。２～１０月

に入手したマダイの生殖腺をプアン液で固定後、薄切片とし、ヘマトキンリン・エオ

ンン染色を施して検鏡観察した。

その結果、２月下旬に得た個体の卵巣では最も発達している卵母細胞でも卵黄球を

若干蓄積している程度であったが（Fig.１，２）、３月下旬の卵巣にはかなりの卵黄

球が融合しつつあるものが認められた（Fig.３）。このことは成熟がこの１ヶ月間

で急速に進んだことを示している。そして、４月下旬から５月中旬に得られた個体で

-２５－



表Ａ－１１ 成熟度調査

学|■:汁i;し］
生殖腺邊｜風*''｡,*２

法
網
網
枚
ピ

漁
三
ェ

漁獲年月日｜漁場

竺言÷E菫： 器隙６４．８

９
－
６
古
早
含
早
早
合
合
８

大島｜底釣

弄蔦~応５

９５８

９２．０

２６０

１４４０

３４００

１５４．０

４８ｑＯ

１３５１４

２６ＵＯ

１６０

３９９３１７．６８

５
７
０
０
０
６
５
０
０

丘
９
４
１
Ⅲ
且
０
８
１

４
３
５
８
４
７
５
６
５

2，５００4．３０

大島 ４９７８．

１９９４

４ｕ２１

４１．９２

８１６５

５２．４０

４９２４

４４．５２

５４０

３ａｌ７

３４．０５

ＬＯ９

０．７９

３０２

６３８

０．７０

１１．１８

４１６

ｅＬ１４

６３９

１４．８３＊

9M流出
１１１０

１０８２

８２６

１．２１

６３０

５７６

０２３

０１６

０６３

l1940

L330

aO70

８．４５０

２０４０

９，６４０

２，９７０

６，１００

３，０００

５６

大島｜底釣大島５７

エビ網

エビ網

底釣

底釣
島
島
島
島

大
新
大
大

島
島
島
島

大
新
大
大

５１３

５１７

ａ３１

６１０

早
早
３
３
平

早
早
３
３
早
一
字
３

新島｜害網 ８１．０

８ｑＯ

４７，２

４５．０

４００

9，８６０

８．９６０

２．２００

１，９００

１，３３０

１０８５４

１，４３８

３３５０

２９５０

２．４

１．５

４．０

１１７

１０

大島｜寄網６２７

７．２０１犬島｜寄網 ４ａｌ

３３８

Ｌ４６

ｑｌ６

*，Ｒ＝（GVY/BW-qW}×１０，，＊２０１＝（．W／Fし`｝×10‘

は、発達した卵母細胞と共に退化過程にある卵母細胞がみられ、また、いわゆる排卵

痕も認められた（Fig.４，５）。したがって、この期間内に産卵か行なわれたことを

示唆している。６月中旬の個体では、発達した卵母細胞もみられたカヘ退化卵や排卵

痕が多く、蚕た、いわゆる過熱状態の､のが認められた。この過熱卵は油球が不規則

に融合し、卵原形質と卵黄とがモザイク様に分布していることを特徴としている（

－２６－



ＧＩ

１４

Ｆ１９．６）。これらのことは６月中旬

以降では発達していた卵母細胞も退化あ１２

るいは過熱化して消失していく可能性を１０

示唆している。 ８

これらのことより、産,６期は３月下旬
６

ないし４月上旬力､ら６月中・下旬の間と
４

推測される。
包

雄魚については、２～４月の標本力:入

手できなかったカヘ５月上旬から下旬の
ＯＬ［1■Ｃ

-丁Ｌごダム幻ヨフノニ”、Ｊノーコーレ･回ノ〃つつ１－口」ｕ－ノ
２３４ｓ６７Ｒ

ものについて検討した結果、５月上・下図Ａ－１９ＧＩ値の月別変化

旬の個体の精巣には精子が多量に存在し●雌○雄、範囲は最大最

ており、しかも輸精小管や輸精管にも認小値

められたが（Fig.７)、５月下旬に得た

１例では一部の細精管では精子放出が完了していた。童危10月の個体では精子形

成は休止状態にあると判断された,

したがって、５月上・下旬には雄魚は放精可能な状態であったことを示しており､

前述の雌魚の結果とも矛盾しない。

生殖腺熱度指数および組織学的検討から、伊豆諸島での産卵期は３～５月中旬頃ま

でであり、春に接岸する大型マダイは産卵7回遊と考えられる。秋の生殖腺の肥大する

マダイも肉眼では大きく感じられてもＱエ値は低く、産卵まで至らないと考えられる。

また、１２～１月の標本が入手できなかったカミ秋の生殖腺の発達は春の産卵に結び

つくと考えられる。

次に、表Ａ－８より産卵すると考えら

れる’５尾について年令組成を調べると

表Ａ－１２に示すとおり、４才魚より産

卵か行なわれるようであるか主体は６才

魚以上である。

表Ａ－１２年令組成

年令Ｉ尾数

－２７－
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マダイ卵巣の全体的騨造（横断面）、：卵巣膜、’：卵巣薄膜､．。：卵巣膣

２月のマダイ卵巣卵黄蓄積がみられるが卵母細胞（ｏ）は少ない。

３月のマダイ卵巣多量に卵黄蓄積を行だっている卵母細胞かみられる。

５月のマダイ卵巣発逮した卵母細胞か多い。

卵黄蓄積が進んだ卵母細胞の拡大

５月のマダイ卵巣排卵痕（Ｓ）かみられる,

Ｆ１９．１．

〃２．

〃３

〃４．

〃５

〃６
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Ⅶ

Ｆ１９．７．５月のマダイ卵巣放卵後と思われる個体

“８６月のマダイ卵巣退化卵（ａ）が多い。

"a退化卵拡大図

'’１０５月のマダイ精巣細精管や輸精小菅は精子で満たされている。

.′１１細↑龍の拡大図管壁で精子形成が盛んに行なわれている。Ｓｐ：精子

’'１２．５月下旬のマダイ精巣・細ｆ鱈内には精子は少ないが、輸情小管には残存している（矢

印）。また、喰作用を示すと思われる細胞の集団（ＰＣ）が認められる。

－２９－



(2)卵・稚仔魚の分散

漂流ハガキの放流は５月２９日に新島・式根島周辺４ケ所で計１，０００枚を放流し

た。

放流日前後の海況は当場調査

指導船「みやこ」の観測結果お

よび水路部によれば，黒潮流路

は接岸型（Ｎ型）で三宅島付近

を北東に流去していた。

伊豆諸島海域の表面水温は黒

潮の勢いが強いため、昨年同期

に比ぺｌ～２℃高めの２２～

２４°Ｃで、新島東側に２１１

°Ｃの小さな冷水域の存在がみ

○大由○大由

篭篭
｡Ｃの小さな冷水域の存在がみ図Ａ－２Ｏ放流日前後の海況（水路部侮

られたカミその影響する範囲は況速報）1.0～Ｌ９ｋｎ

ごく小さかった。２０ｋｎ以上

透明度についてみると、伊豆諸島列島線西側でよく、特に利島西側では透明度

３４ｍであった。

左輯放流日の大島の観測では南西の風風力３、晴、波浪２であった。

放流は距岸５００～1,000ｍで実施したが、新島。弍根島にとど蚕ることなく

すぺて流れ去った。

したがって、産卵生態の項で述べた産卵魚の接岸もこのように岸に近ずかなけれ

ば。卵の歩留りは少ないと考えられる。

o」

h、
/可００ノ

ハガキ放流地点（Ａ・Ｂ・０．，）矢印は予想流路

（）内数字は放流したハガキの枚数
-３０－

図Ａ－２１



’水温と禰況

産卵期におけるマダイの行動は前述のように昼間水深５０，層に生息し、夜間接

岸する。水深５０ｍ層の産卵期の水温は図Ａ－２２に示すとおりであり、１５°Ｃ台

の水温域が月を追って北上している。

(8)

1３

０１１>/≦
1６

４月 ５月

図Ａ－２２産卵期の水深５０ｍ層水温（｡Ｏ）

３日

蚤危表面水温を定置

観測の行友われているト

オシキについて調べると、

マダイの接岸のみられる

２～６月の水温は１５°Ｃ

台より２０゜Ｏの範囲で

主たる産卵期（３～５月）

の水温は１５～１８°Ｃ

である。

産卵鯛における黒潮流

路を過去１０年間３０ケ

月について調べるとｏ型

１７回、Ｎ型８回、Ｂ型

４回、、型１回で、Ｏ型

が最も多い。ｃ型の場合

【】

ＰｂてFtr.痕上中Ｔご上中ＴミニＴｐｌニエｒＦ

１１１０｡
.￣￣－－一一

に中下１ﾆ中下正ＦＦ下

Ｚ－１１２
￣￣￣へ-－_￣
里ＬＰＦ二千Ｆﾑｱ.IF下

波浮港外（トオシキ）定置観測
（２５年間）

図Ａ－２３
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伊豆諸島の海況は込み逆潮となり、

伊豆諸島東側を北向する流れか生

じると共に房州、三浦半島方面

から伊豆半島～大鳥間を流去する

流れが強まるつとの傾向はＢｏＤ

型も同様であり、産卵期中８７妬

の比率でこの流れか生ずることに

まる（図Ａ－２４参照）。

このことは、卵。稚仔の移送か

千葉・神奈川方面より行なわれて

いる可能性も充分考えられる。

3）発育段階別食物環

食性調査は昨年、季節別・漁法:'1

図Ａ－２４Ｃ型の流向模式図

食性調査は昨年、季節別・漁法別・発育段階別にみた食性変化について検討を行なっ

たので、本年はこれらの補足調査を実施した。

調査個体は表Ａ－１３に示す通りである。

表Ａ－ｌ３ 胃内容物調査

調査奔旦月日’７４．２

三二係
５

７
｜
皿

調査個体

叉長範囲
（c油）

餌生物

１ ６９

７７．０ ３９７

～８ＬＯ

１９０

～８ＬＯ

２Ｌ４

戸～４ａｌ

空胃 シヨウジン

ガニ

ヒメセミエ
ピ

空胃
（鱗）

空胃２
ヒカリポヤ１

（６２９）
スナダコ１

（５０９） iii蕊|輔
1４

漁法｜刺網 底釣エビ

刺網
エビ網
底釣 :|識 寄網

胃内容物は空胃のものが多かったが、網類で漁獲された大型マダイ（’０ｋｇ,クラ

ス）では海藻か入っていたり、腸内にコシダカサザエの蓋が１１個ある筆浅海域で

－３２－



摂餌したとみられる餌料生物か主体であった。

また、底釣の同時期のマダイにはヒカリポヤ（６９位）が何個体かみられた。

地曳網調査で漁獲されたマダイ幼魚とその他の魚種について食'性の検討を行なった。

４月の調査時にはマダイの漁獲はなかったが、生息していればｏｏｐｅｐｏｄａを食べてい

ると考えられることから、この時期、藻場に集まっている魚類はすべて競合種であると

いえる。

６～７月の調査ではマダイはMVsidacea，Amphlpodaを多く食していた。

MVsidaceaを主体に考えるとムツ・シロギス・ウマズラハギ等が競合種であり、

Amphlpodaを主体に考えるとシマアゾ・クロメゾナ・キタマクラ・ヒメジ・ウマズラ

ハギ・マフグ等が競合種となる。ただし、マダイのようにＭＶｓｌｄａｃｅａＡｍｐｈｉｐｏｄａ

の両種を比較的多く食しているのはウマズラハギのみであるｃ

９月の調査ではマダイはＰｉｓｃｅｓを多く食しており、オキエソ・テンジクダツ。シマ

アジ・コベンアジ等か競合種と考えられる力ヘオキエソはシロギスのみを餌としていた。

。
。
０
０
■
】
■
】
５
５
０

Ｚ
。
。
０
１
３
７
Ｏ

Ｂ
６
６
０
６
７
■
】
０

５
ｏ
口
Ｏ
Ｐ
Ｄ
【
Ｕ
Ｐ
。
（
ｕ
弓
】

８
Ⅱ
ｑ
ｏ
８
▲
〉
２
６

５
５
５
『
〃
３
■
】
４
【
ェ

柤物底生性

[二二コｏ～沽寵〃
区。２Ｓ～５０

…５０～７５

■■■０応～'００
Ｉ地曳網に入網する魚類の食性（４月）

＊マダイについては推定食'住

図Ａ－２５－１

－３３－

マ,､ィ

アユ

Ａギイヮシ

イソイワシ

マサパ

マアジ

ダガベ

ムツ

フロメジナ
ﾌﾟLパル

1０

５

1０

2０

３０

⑥

3０

１１

1

５８．５－８２．５

５１．０－６３．０

5４６－６３．０

７０．５－９Ｑ５

3ａ０－６１．５

Ｓ４５－７ａ５

４２Ｄ－５Ｚ５

ZＱ５－４０１０

２８．０

ＦＦ弓

[＝。

■■■

＝＝
＝￣
酉一亡＝．

＝
＝図

植物

刀
占
：

店空怪

『二○｜く○コ⑪の（■

fnB性

シ
「
ゴ
３
百
．
８

｜
い
○
で
。
。
①

ｏ
四
月
『
８
８
①

ラユi錘ｲtｒ

口
厨
の
①
②
の
ロ
ロ

ハ
『
巨
鷺
四
。
①
③

一
ｍ
『
て
回

コニくい一旦四○の四

，
○
℃
の
℃
Ｃ
Ｑ
山

婁額

で
厨
。
⑪
⑩



；
」
２
「
ヨ
辿
回
司
司
「
「
司
万
【
可
行
行
司
可
『
「
［
后
而
而
庁
后
［

２地曳網に入網する魚類の食性（６～７月）図Ａ－２５

（９月）地曳網に入網する魚類の食性図Ａ－２５ ３

３４

マダイ

カヲワチプワツ

ム可イワシ

イソイワシ

アカカーノペ

マイγハ

ムロマ ’

乏し▼ 〆

ママジ

シマアジ

カンノＰ子

ムツ

ケロメジナ

ヒメツ

フロギス

オャピヅチR▽

ｶｺﾞｶｷﾀﾞ?「

クロハ冬.．

ニサワイ

ｳﾏｽﾞﾗﾉ癖．

キタマプラ

ケサフフ．．

マフプ

２

１１

1０

５

８

４

1６

４

1０

１２

４

２

３

３

1６

１１

５

６１．５－８５．５

6０．０－６６．０

5。０－５８．５

３２ｐ－３６．５

7８．０－９１．０

1００．０

ｏＺＯ－

７： Ｏ－８Ｚ５

５８ ０８３．５

アブ ０

６９ ５－８４．０

４５．０－６Ａ ０

５２．０－７５ ５

４５．０－６４ ０

173ｐ－１７フ ０

SＯＪＯ

ＳａＯ

６１．０－７２．０

Ｃａ５－７３．５

６１．０－８０．０

３３．５－４９．０

８４００

４８．０－５２０

■■■

＝

…ﾛ

…

こコ

ー

声

声

■■■

戸

F-

P?ﾜﾛﾛヮﾌﾌﾌ、

￣巨至
一ﾌﾌﾌｽﾞ

唖○○○むうブス

￣”ＷＺ

■■■

Ｚ。

■■■
戸

…、
ﾜﾌﾌｺｰ

■■■

￣

￣
…

￣

二Pｐ－ｐ

ＰＤＱ頃

■■■

￣
戸

￣

￣

。
』
・
》

。

植物

シ
一
目
の

慮主住

匂
ｏ
ご
ｏ
丁
也
の
（
■

付藩、|生

ン
三
℃
ゴ
ー
ご
Ｏ
ａ
（
』

⑩
。
ご
ｏ
ユ
『
）

⑦
口
⑩
守
。
頁
些
色

薄愛陸

で
扇
Ｏ
①
い
の
色
Ｃ

（
「
こ
の
ｇ
ｏ
の
包

一
さ
「
く
ご

アニペ⑭一戸一四つのロ

ハ
◎
で
の
で
○
号
】

煮磐1

■
万
、
の
＄

マフ噸イ

キピナゴ

オキェソ

ﾃﾝﾂﾞ.ｸｦｯ

アカヤヵ.ラ

ムギオワシ

イソイワシ

うマフラ．

コパンアジ

６

３

４

１

３

２

３

４

３

1０８－１５５

６５－８０

1８８－２１０

４２０

2８０－４６０

６０

４１－５０

1４５－１７５

1００－１１５

■■■

Ｆ］

■■■Ｉ

■■■

＝戸］

￣

＝

■■■
■■■

浮腫坐･ﾙエ

で
扇
。
の
⑫

の
四
℃

コニくい一二ｍ○の、

、
○
つ
の
己
。
Ｑ
□

ｲォ」 、 ､|ﾕニ

◎
の
○
①
己
○
・
ｍ

ア
ョ
：
５
．
８

ｏ
四
⑫
ゴ
Ｃ
Ｂ
３

四座矛ｋＪ生

つ
扇
ｏ
の
⑩

〔
の
で
ゴ
ユ
○
つ
。
。
■



ａ喪約

１）発育段階別分布生態

（１）幼魚の生態

ａ・地曳網調査を４～９月に４回、新島前浜で実施し、Ｚ０９７尾の漁盤があったが、

マダイ幼魚の漁独は６月１尾、７月１尾、９月６尾であった。

Ｑ地曳綱での平均漁礎尾数(総漁獲尾;lill/曳網回数)は７月には４月の2筋程度と
少なくなる。アカミ場の消痙と密接な関係があると判断された。

ｃ、新島前浜での優占種は４月マアゾ・ムツｐ６月マアジ・クロメジナ、７月キタマ

クラ、９月ンロギスである。

ｄ、マダイ幼魚の６月から９月の成長はＹ＝Ｏ７２４Ｘ＋６２で表わすことがで

きた。

ｅ、その結果、尾叉長は６月に５５～７７Ｍ、７月に７７～９８J１１１t８月に９８～

１２０１，Ｋ９月に１２０ﾉﾘM1以上にたることが判った。

２．新島前浜の藻場（アカミ場）の海藻相はタンパノリが主体である力（紅藻類３６

種、褐藻類９種、緑藻類４種、計４９種力判った。

９．地曳網の委Mil諏査では本年はマダイの入網はたく、メヒカリイカも５月以降非常

に少なかった。

（２）成魚の生態

ａ、春のマダイ

春には接岸してエビ網等に霧調する大型マダイ（平均体重７，２４７９）と、水深

４０～７０１mで底釣される中型マダイ（平均体敢３，８９２９）がある。

刺網は夜間、底釣が昼i剛であることから、この時期のマダイは水深４０～７０ｍ

の海底に昼間生息し、夜間、島の周辺かたり浅い場所に接岸するものと考えられる。

ｂ、初夏のマダイ

６月から１０月に行なわれる寄網漁業にマダイの入網があり、大島野増について

調査すると平均尾叉長２ｑ８ｃｍの小型マダイが６月に多獲されることが判った。

ｃ、秋のマダイ

９月から１１月にかけて底釣漁業により、水深６０～９０ｍで、平均尾叉長３８５

ｃｍのマダイが漁狼される。

（３）年令と成長

－３５－



ａ・鱗紋の再検討を実施し、前報のｒ，、ｒ３を偽年輪として削除した。

ｂ、輪紋の形成時期は緑辺成長率の算出より３～４月と推定した。

-01301（ｔ＋07376））が得られ、各年令のｃ・成長式はしｔ＝７８ｑ９（１‐ｅ

計算尾叉長はｔＩ－１６０９１Ｈ瓜ｔ２＝２３５８ﾉ1M（ｔ３－３０２．２ｍ"、ｔ４＝

３６０１〃ｌｌｌｌｔ５＝`１１２．３１Ｍ（ｔｏ＝４５６８Ｍ、ｔ７＝４９６７Ⅲmlbb8＝５３ＬＯ

ｍｍｂ９＝５６１．５１１１川である。

ｄ・寄網のマダイは１才魚を主体に３才魚位までの若魚の一群であり、秋のマダイは

３～４才魚を主体とする群といえる。

（４）移動

１９７３年８月より７４年１２月童でに７回１０，９１２尾のチダイを放流したカヘ

再補は３尾のみであり、再補率が極端に悪いことから、チダイはマダイとは別の生活

様式をとっているとも考えられる。

２）産卵親魚の分布生態

（１）産卵生態

ａ・生殖腺熱度係数は３月より高い値を示すが、５月末日には産卵が終了していた。

さらに、組織学的検討をも加味し、伊豆諸島での産卵期は３～５月中旬頃までであ

ると判断したｂ

ｂ、秋の生殖腺の肥大するものも熱度係数は低く、産卵まで至ら旗いと考えられる。

ｃ・産卵魚を年令組成と対応させると４才魚以上である。

（２）卵・稚仔の分散

ハガキ１，０００枚を新島にて放流したが、再捕はなかった。したがって、産卵魚の

接岸行動もかなり岸に近ずかなければ卵の歩留りは少ないと考えられる。

（３）水潟と海況

ａ，産卵期の表面水温は１５～１８°Ｃである。

、産卵期の黒潮流路は大島で込み逆潮とたるｏ型が主体で、房州・三補半島方面か

ら伊豆半島～大島を流去する流れが強まる。

3）発育段階別食物環

ａ・接岸する大型マダイは浅海域で榛餌していることか判った。

ｂ・同一環境の生息魚との競合を幼魚についてみると、４月の幼魚はCopepoda主体で、

すべてか競合種となるか、６～７月のマダイはＭＶＳエｄａｃｅａ･Ampnlpodaが主体で
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あり、両種を比較的多く食べているのはウマズラハギである。９月のマダイはＰｉｓｃｅＳ

が主体であり、オキエソ・テンジクダツ・シマアジ・コパンアジが競合種となる。

Ｂイシダイ・イシガ､キダイに関する調査

Ｌ調査の方法

４８年賎までの調査の継続および補完を行なうとともに、４７年度以降の調査結果を総

合して考察を行なう必要のあるものについては材料を再度整理して検討を行なった。

材料収集および処理方法を表Ｂ－１に示したカヘ従来の調査結果から生活史を浮遊期、

流れ藻等付随期、定着初期、定着後期に区分して検討した。ただし、イシガキダイについ

ては材料入手か意の如くならず浮遊期の個体は入手できず、定着初期については1尾にす

ぎなかった。

以上のほか、移動および成長を調査するため、７４年１２月２１日イシダイ幼魚３４６

尾を波浮港内に標識放流した。

表Ｂ－１材料収集および処理方法

、ＩＦ〔誌iii
蕊更〈

区分

浮遊期

流れ藻等
付随期

集

方法｜尾数＊

材料収

期間｜海域

処理

体重測定

考
註
註
註

備

化管
容物

８
０

厩LＢｗｉ⑬ネット６８８９～７１８８

､L準B１ｌＭ３ｉＩ6eL5L8～７４．１ｑ２９１大島周辺

目視＊
遊魚者釣

獲

７４．１２４～１１．２２ ＊註４
定着初期 波浮港内

厨Ｌａｗ５ｉ
５３

１
７４．７．２９戸～９Ｌ１５

＊

釣Ｈｉ【、敷網

底刺網桙

突棒…|…-…鰯
＊註５

＊＊

註６風ＬＢ狐｡WlfJ
２７

１３

註 表中の数字の上段はイシダイ、下段はインガキダイ尾数を表わ九
漁況海況予報事業観測定点
６０ｃｍ角、モジ網（一辺３Ｍ）
大島波浮港内全域にわたる毎月１回の潜水親祭
地方名建切網および寄網
三枚網（外網の網目３０ｃｍ、内網の網目ｌＯｏＩ,｣）
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2．調査の結果

’）幼稚魚の出現と分布

（１）浮遊期稚魚

浮遊期稚魚については、すでに４７年度報告で漁海況予報事業のための沿岸定線観

測定点における採集記録を整理して発表したが、稚魚の食性を調査するため標本を再

検した結果、当時の同定に－部誤りかあったことが判明したので、表Ｂ－２および図

Ｂ－ｌのように訂正する。左転１９６５，１９６６年についてはすでに標本が保存

されていたいのでこれを省くこととした。

即ち、１９６７年４月から１９７３年３月までの毎月１回の定期観測でインダイ科

稚魚の採捕されたのは６８，７０，７１の３年で総計８尾である。

出現時期は６月から８月にわたっており、いずれもイシダイでインガキダイは全く

採捕きれてい友１Ａ。また、採集地点は大島・三宅島間で、三宅島以南の海域からは採捕

されていない。尾叉長はａＯ～1121111,で、後述する流れ藻等に付随しているイシダ

イ稚魚の最小型以下あるいはそれに近いものである。

（２）流れ藻等付随期稚魚

過去の調査結果では、流れ藻等に付随して大島周辺に出現するイシダイ・インガキ

ダイの稚魚は４月から９月玄でが主な出現期間で、時としては１０月までみられてい

る。過去６年の資料にもとずいて、各年毎に流れ藻等に付随して出現したイシダイ・

インガキダイの単位漁獲尾数（月１回大島’周当り）の年間累積数に対する月別単位

漁獲尾数の比を図Ｂ－２に示したが、イシダイの方がイシガキダイより毎年多く、出

現パターンは６９，７０，７１年と７２，７３，７４年とがそれぞれ似ているか、総

体的には大差はないといえる。おおよその出現期間はインダイは５月から９月までで、

盛期は７．８月である。イシガキダイは４月から８月までで、盛期は６．７月である。

７３年および７４年に大島一周を基準に毎月１ないし２回定期的に調査採集した材

料は、７３年はイシダイ６４５尾、イシガキダイ４１４尾、７４年はイシダイ７９８

尾、インガキダイ４１８尾である。体型はイシダイが尾叉長１２．５～１０４"肌、イン

ガキダイは尾叉長ｌｑ５～１６８ｍ"て、インガキダイの方がインダイより大型のもの

が捕獲されている。そのうち尾叉長の明らか友ものについて、月別組成を表わすと図

Ｂ３～４のようにたる。７３年、７４年とを比較するとイシダイは６月の組成が異

なるか、両年とも８月は′]､型群（５０Ｍ１以下とした）、大型群（５０mm以上とした）
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藤
２

表Ｂ－２⑬ネットによるインダイ

稚魚の採集記録

場所

ＢＴ．Ｔ４

ごiliI
Ｏ

Ｔｌ２

<亘i今）
ソ,密、

可
●
▲
△ □

、）
1３９． １４００

図Ｂ－ｌ愈ネットによるインダイ稚
魚の採集地点

が混り合(へ９月には小型群が主体となっており、出現組成はよく似てい為戎六、

インガキダイは８月に10011111Wを越える大型個体が両年ともかなり出現している。

インダイ・イシガキダイと共に採集された他の幼稚魚の出現状況を１９７４年の材

料により表Ｂ－３に示したカヘ４月から９月までに２５種出現し心イシダイ・インガ

キダイと共に多数出現したのはブリ（戸.し．１３～９６１１IrD1）゜テンジクイサキ（面．

Ｌ、１５～１０５，１m）・オヤピッチャ（Ｆ・し．１３～５Ｗ１１m）・カワハギ（Ｆ・し.１５

～５５，１m）・ウマズラハギ（面.Ｌ、３９Ｌ５～８６mm）である。
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図Ｂ－２．流れ藻に付随する稚魚の月別単位漁獲尾数比
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(3)定着初期稚魚

流れ藻等から磯に定

着する稚魚を追脇下する

方法の１つとして、

１９６８年７月より行

なってきた波浮港内の

稚魚の動態調査を継続

して行なったｄ毎月１

回の波浮港の潜水観察

によって視認されたイ

表Ｂ－３流れ藻等に付随して出現した魚類

詞
シダイ・イシガキダイ

お上ぴその他の魚種の

出現状況を表Ｂ－４に

示した。７４年１月～

１１月までの総出現種

類は６２種で、７３年

の結果と同様夏期に

魚種が増加し晩秋に減

少傾向を示した。出現

魚の多くは稚魚あるい

は未成魚であるか６－

部の魚種を除き稚魚時

代に港内に入り込み、代に港内に入り込み、幼魚の一時期を過して再び港外へ出るものがほとんどと考えら

れる。

出現魚種のなかで流れ藻等に付随して出現する魚種との共通種はインダイ・インガ

キダイのほか、アマジ・カンパチ・メジナ・テンジクイサキ・ヒメジ・オヤピッチャ

・ニジギンポ・カワハギ・ウマズラハギ等である。インダイ・インガキダイか視認さ

れるようにだったのは５月末からであり、図Ｂ－５に月別の分布状況を示した。

以後インダイは１１月まで毎月認めら加特に港内東側に多く分布する傾向かあり、

７３年の調査絲呆とほぼ一致した。７３堰の調査結果では、インダイ・インガキダイ
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とも１２月には視認されていたいが、今回の１１月の観察でも１０月の調査時上りか

たり減少しており、１２月下旬には全く視認することができなかった。これらのイジ

ダイは５～６尾、時には３０尾もの群で行動する場合が多く、ウマズラハギ・メジナ

・オヤピッチャ等と混合遊泳する場合もあ為さた、潜水観察をするごとに成長して

いるようで、１０月末にはｌ５Ｍｉ１ｎ以上に達したものとみられる。イシガキダイは

７３年よりも少なくじ５月と１０月の２回２尾が視認されているだけであるカヘ１０

月末にはやはり１５ＭmIを越えているようにみられﾌﾟ定。

①ベミ／勺

ｎ－３屯

図Ｂ－５波浮港内におけるイシダイ･イシガキダイの分布

－４３－

凡例ｏイシワ・イ
●イシウ､キワイ

Ｌ′■■ＤＰ･キー■

Ｏ…・コヘー。

○…刊｡－３゜



大島波浮港内の漁類相表Ｂ ４
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港内で釣獲されたインダイ幼魚

を入手できたのは７月末から９月

中旬までで、それ以降は遊漁者に

よって他の雑魚と混獲されたもの

である。その月別尾叉長組成を図

Ｂ－６に示したか、釣針の大きさ

の関係等から考えて、分布する魚

体組成をそのまま示しているとは

いえない。インダイは尾叉長６１

～１３Ｍmのものが５３尾イン

ガキダイはl16mlwのものが１尾

'７４」ＵＬ．

ｌ３ｏＦ･Ｌｍｎｎ体組成をその蛮蜜示してい６とは６０７０８０９０１００１１０１２０１．０Ｆ.Ｌ

いえない。インダイは尾叉長６１図Ｂ－６遊漁者により釣獲されたイ
ンダイ・インガキダイの尾

～１３Ｍmのものが５３尾イン

叉長組成
ガキダイはl16mlwのものが１尾

凡例「＝ゴインダイ
入手できたカヘインダイについて

インガキダイ

は港内での成長が認められる。

前述の流れ藻に付随するイシダイ・インガキダイの体型組成と従来の目視観察結果

および波浮港内の釣獲魚の体型からみて、インダイ・イシガキダイが流れ藻付随から

定着に入る最小体型はそれぞれ尾叉長５０j7ZDZおよび７０j､n以上と推定される。しかし、

流れ藻に付随して出現する稚魚のうちこの大きさに達しているものの占める割合は非

常に低いので来遊総量に対する定着量は極めて少ないものと考えられる。

2）移動と成長

インダイ・インガキダイの標撤放流は番号入りアンカータグを尾柄部に貫通または打

ち込む方法で１９７２年から実施し、表Ｂ－５に示すようにイシダイ６３２尾、イシガ

キダイ１５３尾をそれぞれ大島南部に放流した。再捕状況を整理すると、表Ｂ－６に示

すように７４年１０月現在イシダイ１１尾がすべて大島周辺で再捕されており、再捕率

は３８妬である。また、イシガキダイはまだ１尾も再捕されていない。移動距離は最長

１５Ｌ５ｋｍであり、小型魚より大型魚の方が移動距離が大きい。再捕までの経過日数は

逆に小型魚の方が大型魚より長く３００日以上経過して再捕された個体もある。標識放

流後の移動を図Ｂ－７に示した。

幼魚のみの標識放流を行なった大島差木地前浜地先で、放流魚の再捕を目的に毎月実

施した三校網漁獲物調査からは標識魚は得られず、無標識インガキダイが８尾漁獲され

たカミ尾叉長２０４～３１２１１１mで未成魚が大半であった。また、イシダイは全く漁獲さ
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れなかった。このことから放流地点に留まったものは全くないか、極めて少なく、大

島周辺に分散したものと考えられる。

表Ｂ－５標識放流記録
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表Ｂ－６標識放流魚再捕記録
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標識放流魚の移動図Ｂ－７

再捕魚の放流から再捕までの経過日数と成長量および稚魚期における池中養成試験結

果（１９７０年）とを用いて、経過日数に対するそれぞれの成長を図Ｂ－８に示した。

この成長を直線的なものと仮定し、稚魚から未成魚、未成魚から成魚の間の日間成長量

を単純に推算したのか表Ｂ－７画表の数値から仮りの成長傾向線を求めたのが図Ｂ－

９である。この場合５０WＭまでの成長に要する日数は池中養成結果と天然稚魚の採集

結果とを総合して６０日と仮定した。しかし、この成長傾向線作成の根拠とした材料は

池中養成や標識付のもので、いわゆる天然のものに比べて生活条件か異なる要素を持っ

ているので、信頼性の点で問題か多いカヘ実際の成長曲線に近似できたとすればイシダ

イか３０ｃｍ以上の成魚となるのに必要な期間は生後３年位と考えられる。
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表Ｂ－７インダイの日間成長量
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3）食性

種点の方法で入手した稚魚から成魚注での消化管内割勿から発育段階別の食性変化を

模式的に霞との図Ｂ－１０－ｌおよび図Ｂ－１１－１に示した｡ＯＯＰｎＰＯＤＡについては、

さらにこれをjMH分し図Ｂ－１０－２，図Ｂ－１１－２に示した６イシダイにおけるその食

性変化は、浮遊期から流れ藻等付随初期まではＣＯＰ国ＰＯＤＡを多く捕食するが、

Ｏｃｒｙｃａｅｕｓ，Ｏｎｃａｅａ，Paracalanus，Ｃａｌａｎｕｓなど小型のものが多く、成長に

したかって漸次大型ＣＯＰ曰ＰＯＤＡ，Ａｍｐｎｉｐｏｄａ，ＣｍＲＩＰＥＤＩＡが増加し、

ＨＹＤＨＯＺＯＡも捕食するように左る。定着期に入るとAmphipoda，ＯｍＲエＰＥＤ工Ａ

の捕食割合が高くたり、尾叉長１００)ｌｗｌｌを越える頃からＰＯＬＹＯＨＡＥＴＡも捕食するよ

うにたり、２００１Ｍ前後からＰＯＬＹＰＬＡＣＯＰＨＯＲＡ，ＱＡＳＴＲＯＰＯＤＡ,ＥＯＨＩＮＯＩ－

ＤヨＡも捕食するようにたる。３００Ｍを越える個体はＤｅｃａＤｏｄａ，ＰＯＬＹＰＬＡＯＯ－

ＰＨＯＲＡ，ＧＡＳｍＲＯＰＯＤＡ，ＢＩＶＡＬＶＩＡを多く捕食し、ＯＩＲヨエＰＥＤエＡ，ＢＣＨ工Ｎ－

ＯＩＤｚＡも含めて磯根の定着性動物を巾広〈捕食している。

一一コ
一一一一一一
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MysidK短ca

AuT1I)IuIpod5u
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ＰＯＲＩＦ[ＲＡ
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図Ｂ－１０－１消化管内容物からみたイシダイの食`注変化
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図Ｂ－ｌＯ－２インダイ幼稚魚のＯｏｐｅＰｏｄａ捕食状況

イシガキダイは浮遊期からの材料が入手できなかったので不充分ではあるカヘおおよ

その傾向を知ることができた。流れ藻等付随期からの食」住変化をみると、流れ藻等付随

初期はインダイ同様ＯＯＰＵＰＯＤＡの捕食か多く、Ｃｏｒｖｃａｅｕｓ，Ｏｎｃａｅａ，Ｐａｒａ－

ｃａｌａｎｕｓがその主なものである。次いでＨＹＤＲＯＺＯＡ，ＣＩＲＲＩＰｍＤＩＡ，Ａｍｐｎｉ－

ｐｏｄａも補食するようになるカヘ入手材料の限りではイシダイに比ぺ、ＨＹＤＲＯＺＯＡ

の捕食が多い傾向がみられた。５０Ｍを越える頃からDecapodaも捕食するようになる

が、ＯＯＰＢＰＯＤＡの捕食はインダイと'罰ぼ同様約100川川に達するまで続けられる。

２０Ｍ川に達するまではＤｅｃａｐｏｄａ，ＯＩＲＲエＰＢＤエＡを捕食し、２００１ＶＭを越えると

Ｄｅｃａｐｏｄａ，ＯＩＲＲＩＰＥＤＩＡの低力ｔＰＯＲエＦＢＲＡ，ＧＡＳＴＲＯＰＯＤＡを捕食する。

２５０ｍ1,以上の個体はＢＩＶＡＬＶＩＡ，曰ＯＨＩＮＯエＤＥＡも含めてインダイとの共通性

ｶﾐみられる。
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図Ｂ－１１－，消化管内容物からみたインガキダイの食性変化
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また両種の稚魚、未成魚と同一環境下に出現した他の魚種の消化管内容物を比較し

てみた。インダイ・イシガキダイ稚魚と共に流れ藻等に付随していた幼稚魚１２種の食

,性を比較して表Ｂ－８に示したｃ検体数、体型が異なるため組成の表示上に若干問題か

残されるが、一部の魚種を除いて、ＯＯＰＥＰＯＤＡの摂取割合か高く、Amphipoda,Ｄｅ－

ｃａｐｏｄａが次いで多い。ＯＩＲＲＩＰＥＤＩＡはインダイ・イシガキダイ以外にハクセイハ

ギか僅かに捕食していた。

大島差木地前浜地先において、毎月実施している三枚網による漁膿調査の主要漁痩物

１２種の消化管内容吻を比較して表Ｂ－９に示した。これらの魚種とともにイシガキダ

イがわずかに混獲されたが、インダイは漁獲されたかったので検体として大島野増地先

の寄網による漁獲物を加えた。インダイ・インガキダイは磯の定着性動物を巾広〈捕食

し、タカノハダイ・ヒメジとの間に強い競合かみられるほかカワハギとも－部競合す

る。またDecapodaについては、さらに多くの魚種が競合関係にある。さらにこの

魚種について三枚網に生る年間漁獲童量比を求めると図Ｂ－１２のようにたる。これに

よると、藻鋲を常食するプダイ・ニザダイが６３冊と圧倒的に多く、インガキダイはわ

ずか１妬であり、インガキダイとの競合種であるタカノハダイ・ヒメジは１６４冊を占

めてｗ２ｂとのほか、雑食性魚種としてメジナ・カワハギ等があるが、’０妬Ｉiiiを占め

ている

ツ了千列
１，

７丁ゴー
100

７刀工ｲー
１４

心

図Ｂ-１２三枚網による磯魚の年間漁獲重量比
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イシダイの生殖腺熱度指数斐巳 10

4）産卵
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て生殖腺蕊嘆

指数〔０.エ．
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0６４６１１８ 1.3８．２２１２６０

＝（０．Ｗ・ん.W､-0.Ｗ．）ｘｌＯ３〕を求砥表Ｂ－１０および表Ｂ－１１に示した。

イシダイは調査個体１６尾のうち成魚とみられる尾叉長３０ＯＩＩ〃を越えるものが７尾に

すぎなかった菰７～８月共に尾叉長５００，川以上の３個体はＧ､I．値が高かった。従来

インダイの産卵期は長期にわたるという見解もとられているカヘ今回の結果のみでは７～

８月の頃と推定できるにすぎない。

インガキダイは調査個体１３尾のうち尾叉長３０Ｍ川を越えるのは４尾で、Ｇ・I．値も

すべて低かった。したがって、入手材料からは産卵期間について推定できたかった力（流

れ藻に付|iiiして出現する稚魚の出現状況からみると、インダイエリも早いことが考えられ

'色。

卵数については、材料の関係から充分な調査ができたかったが、７４年８月９日大島

－５６－



カキハラ地先で 表Ｂ－１１インガキダイの生殖I膿熟度指数

寄網に入網した

インダイのうち

Ｇ，１．値の高か

った尾叉長５３０

mmの個体につい

て計数した結果

約１，４８９，０００

個と推定された。

左お、卵はほぼ

完熟状態と認め

８－Ｗ＿（貝）１件別１０FＩＦ

｢１
１｣

られた。

Ｏ’合ＩＣ

ａ要約

インダイ・イシガキダイの生活史を従来の知見から浮遊期・流れ藻等付随期・定着初期・

同後期に区分して、伊豆大島を中心に発育段|潜別の分布生態食性等を調査した。

１）伊豆諸島海域では、浮遊期稚魚は６～８月、流れ藻等付随期稚魚は５～９月にかけて出

現し、後者のうちのイシダイ稚魚の出現には体型のうえで２つのパターンがみられる。

２）各期における成長および食性変化、野外における観察結果等を総合して、イシダイ稚魚

は尾叉長およそ５０ＩＭＩ以上で、イシガキダイ稚魚は７０１，奴以上で定着を開始すると推察で

きるか、流れ藻等に付随して出現する稚魚のうちこの大きさに達しているものの占める割

合は非常に低いので、来遊総量に対する定着量は極めて少ないものと考えられる。

３）標識放流魚の再捕結果からみて、放流魚は他の島あるいは池の水域への遠域移動は行な

わないと考えられる。

４）標識放流魚の再補記録および稚魚の地中養成結果より得られた日間成長量から成長傾向

を推定すると、インダイか尾叉長３００mm以上の成魚に達するのには生後３年以上を要す

ると考えられる。

－５７－



5）発育段階別の食性は両極とも共通性かあり、浮遊期は浮遊性小型ＣＯＰＥＰＯＤＡを、流

れ藻等付随期から定着初期にかけては浮遊住ＯＯＰＥＰＯＤＡおよび付着性小型動物、定着

後期は磯根の定着性動物を捕食する。また、食性の競合について検討した結果流れ藻等

付随剛はウマズラハギ゜テンジクイサキと定着後期ではタカノハダイ・ヒメジとに競合が

みられた。

6）調査j､間が限られたために期間については触れられないカヘイシダイの産卵は７～８

卵数は１例の計測のみであるが尾叉長５３０ｍｍ月に行なわれていることか推定された。

の個体で1,489,000個と推定された。

－５８－



４７年度以降調査結果の総括Ⅱ



Ａマダイに関する調査

1．漁場環境

伊豆諸島でマダイの漁獲のある北部海域の水深を図－１に示した。

マダイ生息水深を100ｍ以浅と考えると、大島。新島間は隔離された海域であり、本土

側で一番近い伊豆半島との間にも３００m1以深帝か１５ｋｍ近くあり、島と本土の間でマダ

イ成魚の交流かあるとは考えられず、左た、大島・新島間の交流も疑問である。

したがって、伊豆諸島で漁獲されるマダイはすべて根付魚であろう。

底質の調査は新島周辺で実施したが、砂質の海底では一般に水深か深くなるほど砂の粒子

が粗くたる傾向があり、２０ｍ以深では０５～1.OllMlの粗砂が中心であった。

伊豆諸島の海況は黒潮の影

響を強く受ける頑黒潮流路

は一定でなく、冷水塊の形成

される位置等により蛇行をく

り返し水温変化は黒潮流軸の

南下・北上に左右されるとこ

ろが大きい。

マダイ漁場の形成される水

深５０，層の水温は図－２に

示すとおり３月に最低、１０

月に最高を示している。

⑩■⑤杏

DCL－－石Iｆ

§(ｇ、

つ、趣』

｢っﾉｸﾞﾗL~Ｃ）

麹
ザjＲｒｆ

陵
図－１伊豆諸島北部海域水深図
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iijw己撚
２１．５０２１０９刀４９21.60

紬…□② ｚ1．５９

;出ばＦ＝'秒

最低曰〔３Ｆ、最高ＦＫＩＯＲ）

図－２５０，層における最低・最高水温

観測足臭１Ｋ東京（Ｔ,.T‘.T§Ｔ・・T]．．：１０瓦面）禅宗〕'１

（Ｋ２2.Ｋ23.Ｋ２`.Ｋ２５．：８陣、）亡便用しに。

・印広液芳潅ﾀﾄ（ﾄﾌ｢ソ〒）足疋擾測】に臭
２漁業生産の実態

伊豆諸島のマダイの漁獲量は１９６５年の９８トンをピークに減少し、１９６９年には１

トンと最低値を示し、最近８年間の平均漁獲量は４７トンである。伊豆諸島での魚類の水場

は約３，０００トンであるので、マダイの占める比率は極めて小さい。

マダイ漁獲量の減少は式根島漁船のはご釣がクルマエビを用いた遊漁船（他県船が主）の

釣に対抗できなかったためで、遊漁船を含めると１０～１５トンの漁獲か行なわれているも

のと推定される。したかって、漁業者によるマダイの漁獲方法も底釣か少なくなり、籍網､Ｐ

建切網（敷網）の占める割合力高くなっている。３年間に入手した調査個体（Ｎ－５０３）

を年令組成で示すと図－３のとおりで２～３才魚か主体である。

次に底釣と寄網等に大きく分け

〔Ｎ＝５０３）て漁法別の年令組成を示すと図一％
iＯ

４のとおりであり、底釣では２～

３才魚、寄網等では１才魚が主体
Ｏ

で&うる゜

底釣の漁獲魚の年令組成を月別

に示すと図－５のとおりで６～１１

□１已己ユＳＳフＳＳ１Ｃ才

図-３年令組成

月は２～３才魚か主体であるが、４～５月は大型魚がとれており、産卵親魚と考えられる。
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蒐如

底３Ｄ〔N-3s9）

２０ａ資源生態

’）幼魚

幼魚の出現について

は６月に尾叉長６０ﾉ"ｌ

前後のものが新島前浜

の藻場（通称一アカミ

場）に出現するのを確

認したか、１日約０７

ノＭの割合で成長し、６

月５５～７７Ｍ，７月

７７～９８illK8月９８

～１２０１ｶm、９月１２０

，，～に達す先

生息量は２年間の

調査で同所での採捕

は計１５尾と少なか

った。また、今回の

調査では６０Ｍ以下

の個体は採捕できな

かった。

大島・新島海域の

寄網に漁獲されるマ

ダイは約２，０００ｋｇ

で、尾数換算で約

５２筋が１才魚であ

る力ｉこれら１才魚

か他県上り来遊する

とは考えられ葱い。

また、新島前浜の藻

場はｌ８ｎａと狭く、

０

敷網〔N=,44）
４０

2０

－１戸「~-1-
ｓフＢＳｌ□才□１２Ｓユ己

図－４漁法別年令組成

図-５底釣により漁獲されるマダイの月別年令組成
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この場所で１才魚の補給

源とたる当才魚か生活し

ているとすれば地曳網調

査および同標本網にもっ

と多くのマダイ幼魚か入

網するはずであるｂ

これらのことより、伊

豆諸島では藻場の沖の砂

紗

豆諸島では藻場の沖の砂図－６幼魚生息模式図

場に主群があり、えまた

蚕藻場に索餌:回遊して来たものが入網したのではないかと考えられる。この模式図を図一

６に示した。

ただし、これら当才魚の主群を３年間の調査では把握することかできなかった。

2）産卵親魚

３～４月の標本の入手が少なかったが、産卵期は３～５月と推定された。ただし、５月

は図－７に示すとおりＧエイ直にばらつきかあるため末期であろうと考えられる。

国崔瘤占Ｌ１－，_卜匡ＯＬ

は図－７に示すとおりＧ］

周年傾向としては６
１６

月|/亡ＧＩ値は最低を示
１４

し、その後９月以降上
１２

昇傾向を示す力:、これ

１０

は春の産卵につ7ｾﾞﾐがる

８

のであろう。
Ｃ

産96親魚の年令は４

才魚の後半からである４

承主体は６才魚以上２

である。ただし、伊豆

ノ

b8qm5・詮甥２。。
ＬＬシｊい〃｡ノニイーＬ〆Ｌｌう゛ユニ １Ｚ３４５６７８０１０ｎｌ２Ｒ

諸島での産卵親魚の数図-７生ﾀﾞ直腺熱度調査（３ケ年）

量的考察はこの時期のＧＩ＝｛cwv/面し`｝ｘ１ｏ４

漁獲が遊漁船主体のた●雌（Ｎ＝３２）、雄（Ｎ＝３１）

め調査できなかった。

産卵場は伊豆諸島の島自体か一つの樵と考えらオハこの,鴫へ接岸し産卵することが種族

－６４－



を残すに必要な行為と考えられるが、伊豆諸島のマダイ資源がすべて地先の産卵群によっ

て袖,袷されているとは考えられずＳ産卵期の海況が込み逆潮が主体となることを考慮する

と、卵・稚仔の移送は千葉・神奈川方面よりまされている可能'性も充分考えられる。

3）移動と成長

２月頃より１０Ｋｇクラスの大型魚を含む、ふぞろいの魚群が岸近くに来遊し、６月頃

までみられる。同じ時期水深４０～７０mでも釣獲され、この岸への来遊は産卵回遊(A)と

考えられる。

幼魚（当才魚）は５，以浅の砂地の藻場（通称アカミ場）に６月頃より９月頃までみら

れる。また若魚も６月から９月まで岩礁域等に生息している。９月頃より磯での生息は

少なくなり、９月～１１月にかけて水深６０～９０ｍの底釣で漁獲されるようになるが、

１１月以降釣獲され左<なる。このことはいわゆる沖合越冬場と考えられる深みへ更に

移動するためか生息していても水温

の低下に伴ない、索餌反応を示さな

くなるためかは調査でき旗かつ六。

６月の若魚の浅海域への来遊は索

饒回遊(B)と考えられる。

ただし、底釣漁業ではこれら春の

産卵群、秋の若魚群以外に夏場に量

は少ないが釣獲されるマダイもあり、

逆に冬場底刺網に雑網するものもあ

るため、前述の２群以外に周年６０

～１１０ｍの海底に生息する魚群

（周年魚）かいるものと推定される。

これら周年魚をペースとするマダ

イの移動は深浅移動が主で、これら

のことからも島間および島と本州と

の交流などはあまりないことか裏付図-８マダイ移動模式図

けられる。 ④産卵回遊⑥索餌回遊

このように、マダイは季節による ○印は資源量の大きさには関係友い゜

深浅移動をくり返しながら成長する
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とみなされる。年令形質は鱗を用いることができ、その結果輪絞の形成は３～４月に行

なわれ、成長式しｔ＝７８０９〔１－ｅ￣01301（ｔ＋ｑ７３７６）〕が得られた。本式よ

り得られる計算尾叉長、尾叉長と体重との関係式（ｗ＝ａ７ｏ７Ｌ２･8308.,0￣２，範囲

６２～８ＬＯｃｍ）より体重を算出し表－１に示した。

表－１年今別の計算尾叉長と体重

５８８０

4）発育段階別食性変化

尾叉長６２～６２０１mmの６８尾について、胃内容を各餌生物を捕食している個体の出現

率によって図－９に示しﾌﾟﾋ。これによればマダイは幼魚からの成長に伴って主な餌生物が

およそ次の順序で胃内に出現している。尾叉長６０～１４０ﾉﾘZ､ではP1anktonが主体で

あり、ＰｉｓｃｅｓｅｇＲ・Ｃｏｐｅｐｏｄａ等が多くみられる。１４０～２２０１ＭではＰｉｓｃｅｓ

か主体となり、その後はＢｅｐｔｈｏｓ・Ｎｅｃｔｏｎ等に移行していくカヘ特にＰｉｓｃｅｓ・

ＤｅｃａＤｏｄａｏＧａｓｔｒｏｐｏｄａ等が主体となる。

￣O～２５mnSO～乃

図－９／B4UJ生吻区隔心している個体の述週率滋EEjRgゼズ画2s~５．．．７５~､。
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Ｂイシダイ・イシガキグイに関する調監

1漁場環境および漁獲の実態

伊豆諸島の各島沿岸部は岩礁地帯の占める割合が高く、磯魚の定着量も多いインダイ・

インガキダイの分布は現在は非常に少なくなっているか、｜蝋取調査の結果からは過去におい

ては相当量生息していたことか推察される。イシダイ・インガキダイの生息範囲は水深５０

m以浅とされているカヘ伊豆諸島各島周辺部におけるこの面積は約２３１ｋm2である。

伊豆諸島においてはイシダイ・インガキダイを積極的に漁獲するための漁具漁法はなく、

夏期寄網漁業による混獲か若干あるほかはイセエピホリ網にわずかに羅網する程度である。寄

網による混獲量は、大島では毎年１００虻９以下、新島およびその周辺では多い年で年間

１，５００ｋｇ程度である。

遊漁者に生る釣獲量も現在は少なく、大島について聞取りと釣獲実態調査による試算をし

た結果から、インダイは年間３００尾前後、イシガキダイは７０(〕～１，７００尾とみられ、

イシガキダイの方か多い。

寄網に混獲されるインダイは２～５年魚とみられ３～４年魚が多いようである。磯釣によ

って釣獲されるイシダイは大島における請査では３年魚以上がほとんどである。

磯釣によって釣獲された大型魚を釣獲記録および各島の旅館等に保存されている魚拓から

調査した結果では、インダイの最大型は尾叉長８００，川、インガキダイのそれは８３５Ｍで

いずれも南方の島ほど大型魚が釣獲されている。

２．資源生態

’）稚魚の出現と分布

（１）浮遊期稚魚

６～８月に流れ藻等付随期稚魚の最小型以下またはそれに近い尾叉長１９～１１１mmの

稚魚か}麹ネットの表'曾曳行に上り大島･三宅島間の海域で採集されている力（これら
の稚魚は伊豆諸島海域あるいはその近傍海域で発生したものとみられる。

（２）流れ藻等付随期稚魚

流れ藻等に付随してインダイ・インガキダイの稚魚が伊豆諸島近海に来遊するのは５

月から１０月頃までで流れ藻の少なくなる８月以降は陸上起源の木・タイヤ等に付随

している。

出現時期はインダイとイシガキダイとはﾗﾄﾞﾃﾞFのずれがあり、イシダイは６～１０月で

７～８月にピークかあるのに対して、インガキダイは５～８月で６～７月にピークがみ
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られるっとのことはインガキダイの産卵期がイシダイよりも若干早いことを意味するも

ＩＤと思われる。

魚体の大きさはイシダイは尾叉長１０～ｌＯＯＪＭＩ位であるか､5OjMl以下のものが占め

る割合が極めて高vl〕イシガキダイは尾叉長１０Ｍからまれに１５０１Tﾉﾘi以上のもの童で

が付随していることがあり、総体的にインダイの場合より大型のものＬ占める割合が高

い。このように魚体の大きさにはかなりのバラツキがあるカヘ出現時期や流れ藻の移動

速度等から考えて、伊豆諸島海域での発生群とはみられず、さらに南方域の発生群と推

定される。

インダイ・イシガキダイの稚魚とともに流れ藻等に付随する稚魚等は甲殻類も含めて

種類も多いカヘ主な魚種にはブリ・メバル・カワハギ・ウマズラハギ・テンジクイサキ

･オヤピヅチヤ等がある。しかし、これら付随魚の中で５～１０月の期間を通じて数量

的に多く認められるのはインダイ・イシガキダイ・ブリである。

（３）定着初期稚魚

流れ藻等から磯根に定着する時の基準を体型に求めるととＬし、大島波浮港内に定着

する稚魚を主体に海中における観察を行なった。

一般に磯根に定着初期稚魚が認められるエうになるのは６月頃からで魚体の大きさは

インダイが尾叉長５０ﾉﾉﾉﾉﾘ１.インガキダイが７０ﾉＭ１位からである－，

波浮港内に定着稚魚が認められるようになるのはやはり６月頃からで、これらの稚魚

は１１月頃まで港内で摂餌しながら成長するもの▲ようで１２月に入ると港外に移動す

るｏ観察例から定着初期稚魚は流れ・波浪等の影響の少ない場所に定着し、成長するに

したがってすみ場を変えていくことが考えられる。

2）移動と成長

大島において、標識放流にjニリ幼魚お工び成魚の移釛を調査した結果、インダイについ

ては両者と､に島の周辺においてａ８蕗が再捕されており、他島あるいは他海域からの再

捕報告はない。またインガキダイは幼魚のみの標諭放流を行なったがまだ再捕報告は左いつ

県議放流と併行して定着初期稚魚の池中における行動を種々のＳｎｅｌｔｅｒを使って観察し

たが、インダイとインガキダイの間に行動差かみられた。即ち、イシガキダイの方がイン

ダイよりも物蔭に集合する傾向が強かった。放流魚の再捕蚕での最長移動距離は１５５ｋｍ

で小型魚より大型魚の方が大きい。再捕までの経過日数は逆に小型魚の方か長く３００日

以上経過して再捕された個体もらる。

u、
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以上から伊豆諸島のような周囲を深海で囲まれた環境では定着魚あるいは放流魚が他海

域へ移動することはないものと考えられる。

雀た、標識放流魚の再捕までの経過日数と戎長量および稚魚期における池中養成結果か

ら得た日間成長量から成長傾向線を求めると、インダイか３００Ｍ1以上の成魚とたるのに

必Z』:友期間は生後約３年、３５０m川以上と承るには約４年を要すると推定された。

別途、鱗、耳石、脊瀧骨を年令形質として年令査定を試みたが鱗は再生鱗が極めて多く、

耳石は輪紋が明瞭でなく、脊樅骨も同様で蕊．脊椎骨の併用により若年魚の年令査定はあ

る程度可能と思われた力ｉ今後のi深趣としれ

3〕産卵期

年間を通じて材料を入手できなかったので期''１１についての釿定はできないが、新島おエ

び大島に溶いて寄網にふって漁獲された親魚の生殖腺熱度からインダイについては７～８

月に産卵が行なわれていることを推定できたつインガキダイについては材料が少なく確定

的な資料は得られなかったが、さきにも述ぺたエうに流れ藻等に付i随する稚魚の出現状況

からみてもインダイよりも早いことが予側lされる。

卵数の凋査は一例のみであったが尾叉員５３０Ｍのインダイ（早）から約１４８万

粒か推定されたの

4）発育段階別の食i生変化

インダイ．インガキダイ両極に共通性があり、浮遊期は浮遊性Ｃｏｐｅｐｏｄａを、流れ藻

付随鰯は浮遊,住Copepodaおよび付着,性小11iＩ動物、定着初期は付着'往劾物Ｌ｜可後期は繊

根の定着性動物を幅広く捕食する。食性の競合については流れ藻付随期はウマズラハギ・

テンジクイサキと、定着後期ではタカノハダイ･ヒメジとの間に競合がみられた。
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栽培漁業の展開に関する検討Ⅲ

臼



Ａマダイ

Ｌ伊豆諸島における栽培漁業化への指向

伊豆諸島のマダイについては、従来の知見がほとんどなく、今回３ケ年間の調査が初めて

のものと言える。このため、この短かい期間内に明らかにできなかった事項も多く、調査は

継続されなければならないカミこれ童でに得られた知見を検討し、当海域におけるマダイ漁

業の栽培漁業化について考察を加えた。

マダイ漁業の発展を考えた場合、遊漁船と専業船との調整や寄網で漁獲される１才魚の規

制等が蚕ず考慮されねばたらないか、これらの規制策もさることながら、まずは現在漁獲の

少なくなっているマダイ資源量を増やすことに主眼をおきたいっ

資源量増大の直接的方策として種苗放流か考えられるが、当海域のマダイの生息場は周囲

を３００～５００ｍの水深で囲雀れた閉鎖環境であるため、漁場のもつ特性をふまえた、き

め細かな漁業管理を実施すれば放流種苗は根付魚としてとどまるものと考えられる。生息限

界量は餌料生物の現在量:等から検討され左ければならないが、漁業者からの聞き取りによれ

ばかなりの量のマダイが生息していたとのことであるので、さし当って限界量まで考慮する

必要は左いであろう。

放流尾数を増大させた後に、それらを回収する場の効率的活用が検討されねばならないハ

１才魚の漁獲割合の高い寄網漁業産卵親魚を釣獲する遊漁船等には適切な保護調整方策と

漁場整備を実施して、秩序だった操業と漁場管理とから一連の生産管理体制を確立すること

が当海域における栽培漁業化の方向と考える。

２具体的展開策

栽培漁業の具体的展開策として種苗放流について検討をしてみた。当海域にて漁獲される

１才魚より逆算して、１３～３０万尾の当才魚か生息しているとみられるカミこれらは藻場

の沖の砂場に主詳かあり、藻場に索餌回遊するものと考えられる。この藻場をマダイの生産

に不可欠の要素として生産量との関係をみると、今回調査した新島の藻場面積は前浜の１８

ｈａを含めて４０ｈａであるので、単位面積当り４．４千尾／ｈａの０才魚の索餌場と左ってお

り、これらが２才魚以降の漁獲童として期待される量を単純に計算すると１９５Ｋｇ／、aと

なる。

したがって、資源量の増大につなげる種苗放流の前程としては藻場の造成も検討されなけ

ればならない。ただし、この試算は今回生息が明らかになった尾叉長６Ｍm以上を放流サイ

ズとした場合であるカヘサイズが大きいため当座は天然種苗にたよるにしても、種苗の安定 ノ
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表-１伊豆諸島海域におけるマダイ資源の試算

、

ＣＯ才から１才への生残率ｑ５，１才魚の漁獲率をＱ２で検討したｎ

ｏ漁獲量は遊漁船を含めた推定漁獲量である。

的供給を考慮すると、やがては人工種苗に移行すべきであり、この場合放流サイズはさら

に小型化できよう。

このような小型種苗の放流の場としては保護礁的な意味のある藻場がｉ坤湯および隠れ場と

して最上の条件を具えている、ただし、藻場を餌場のみでなく、隠れ場としても活用してい

く場合には、より大型の藻場造成が必要となろう。藻場の造成方法としては従来の藻場にと

だわら筑今まで未利用水面とされていた１０ｍ以浅の砂場（大島。新島）に投石を主体と

した藻場を造成しつつ種苗放流を実施するの､良策と考えられる。この場合、新島にはかな

りの適地が残されている。

放流尾数の決定は生残率・自然死亡率等を加味して生浅尾数曲線等より計算も可能である

が、これら小型種苗を取扱った場合藻場造成とその藻場を基調とした許容量の検討が終っ

ていないので、これらは更に継続調査の中で明らかにしていきたい。

藻場を離れた当才魚は９月以降深みへ移動していき、翌年６月に再び浅海域に回遊する。

この〉Ｅｉ遊の場は寄網漁場であり、ここで多獲される１才魚は商品価値も低く、当然規制され

ねばならないカミ限られた面積内での操業であるため種々問題かある。

したかって、藻場と索餌場となる浅海域とをつなぐ中間海域にこれら幼魚を一時期滞留さ

せる場を造成し、幼魚を保護する必要があり、この期間は１才魚の６～９月の間である。

次に産卵親魚については、遊漁船の釣獲が主体であり規制しにくい面もあるが、鐙低１回

の産卵終了後に漁獲されるよう、産卵期の一時期を禁漁とすることも一法である。

また。接岸行動か当海域での産卵条件であるとすれば水深４０～７０ｍの海底より卵稚仔

のとどまりやすい水域に親魚を接岸させ、産卵させることが島喚という海岸特'性下での卵の

歩留り帝高める方法と考えられるが、誘導魚礁等具体的方法については今後の課題としたい。

これらの基本方針のもとに前期計画、中期計画とローリング修正を行ないたから、次の｣Ｅ
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うな計画で当糠域におけるマダイの栽培漁業化を実現させたい。

表－２年次計画

LL望
期間区分 中期｜後期

。Ｆ￣

繁殖保護

藻場造成

種苗放流

天然種苗

人工種苗

1．

◎◎◎

幼魚１２

○
○◎

実験

◎
｜
◎
◎
｜
◎
◎

○
○１繁殖保護と漁場整備

２漁業規制
若魚

。
◎

○
○１保護方策と漁場整備

２遊漁船と専業船との調整
産卵親魚

前期（～５年）、中期（５～１０年）、後期（１０年～）

Ｂイシダイ・イシガキグイ

Ｌ資源補給の実態

１）資源補給の要素

伊豆諸島海域に出現するイシダイ・インガキダイの稚魚には遠隔域発生群と地う

近傍域発生群かあり、実際に資源添加群となるのは前者であろうと既に推論した。

・インガキダイの稚魚には遠隔域発生群と地先おエび

この添加評は流れ藻等に付随する期間を持つので、添加はその漂流状況に左右されるこ

とが充分考えられる。従来の観察記録から漂流物は黒潮流路の北側に多く、漂流方向およ

び速度は黒潮本流または分枝流の流向流速に左右されると同時に伊豆諸島近海の卓越風で

ある北東あるいは南西の風に影響されることも大きいとみられる。

流れ藻の漂流速度については系統的な調査をしていないか、１９７０年７月１３日頃大

島地先で実験中の人工流れ藻か時化のため錨を切断されて漂流し、４４日後５４０浬離れ

た常盤沖で発見された記録がある。この結果のみから推定すると１日当り１２浬以上漂流

したことになる。また、７４年に三重県尾鷲水産試験場か実施した漂流ハガキによる調査
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結果では、紀伊半島から伊豆諸島海域までの１００浬を７～１６日（７～１４浬／日）で

漂流している。

2）資源補給量の推定

以上のように添加に関しては複雑な要素が加わるが、流れ藻付随魚の単位漁獲量（１９６９

～７４平均値）を基礎にして大まかな推定を試みた。推定にあたっては従来の調査結果に

次の仮説を加えて三宅島以北の各島への定着量についても計算を行たつね

仮説

ａ伊豆諸島においては、黒潮本流の北側域となる瀕度の高い三宅島以北の各島に流れ

藻等に付随して来遊する稚魚か主として定着するものとする。

ｕ流れ藻等の通過緯度範囲を３４．Ｎから３４゜５０'Ｎとし、その分布と通過瀕度はこ

の間において一定とする。

ｃ・流れ藻等の移動方向を西から東へ一定とし、その移動速度を１日平均１０浬とする

（黒潮流の反流あるいは風の影響にｋ０通過点付近に回帰あるいは停滞するケースも

充分考えられるか、この場合は全くないものとする）。

ｄ、インダイ・インガキダイの稚魚か流れ藻等から磯根に定着する時の最｣､体型をそれ

ぞれ５０ｌＭおよび７０WI伽と推定したが、これ以上の大きさのものが磯根に接近した場

合すべて定着するものとする。

ｅ１９６９年以降毎年５月から９月まで毎月定期的に大島一周を原則として流れ藻

等に付随する稚魚の調査を行左っている力（この一周当り単位漁獲-量は次の経験に坐

る仮説にエリ得られたものとする。

即ち、調査１回につき南北１０浬、東西１浬の１０平方浬について採集を行だしへ

当該海面に存在する流れ藻等の５０９６を調査しそれに付随する稚魚の７０冊を採捕し

たものとする。

以上の仮説から伊豆諸島列島線上の３４．Ｎから３４．５０'Ｎの範囲に流れ藻等に付随し

て来遊するイシダイ・イシガキダイの総量Ｎおよび大鳥から三宅島に至る各島への定着量

ｎは次式により推定できる。

-■

↓
⑩
ｏ

〆｜「〕

l５０

ｃ（ｔ）ｄｔ．ｄ・－．－u、ｋ，。，…･………………………（１）

ｏ，ｔ：主たる来遊期間
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c（ｔ）：単位漁獲量（１０平方浬当り）・・・・．（図－１および２）

ｑ：漁獲強度（仮説７０妬）

ｋ：漁獲努力率（仮説５０筋）

ｄ：流れ藻等の，日当り移動距離（仮説’０浬）
’

５０

－－：流れ藻等の調査にP（南北）に対する同通過緯度範囲（３４°Ｎ～３４°５．N）
１０

の比

ｌ２ａ５ノバ

､=）。。'(し)`､･･･－．－ｑ・ｋｌＯ'
(2)

`（ｔ）:定着体型の稚魚の単位漁獲量
２ａ５

：流れ藻等の調査巾に対‐する大島～三宅島各島の緯度線上における投影距離
１０

（図－３）の比

即ち(1)式より

インダイＮ＝５２０，８６０－５２０，０００尾

イシガキダイＮ＝２１１，４４４二２１０，０００尾

（２）式より

インダイｎ＝１０３７４＝１０，０００尾．．､定着率１．９２柘

イシガキダイ、＝２６，３５８＝２６，０ｎｏ尾．.．〃１２－３８筋

上式より得られた定着量の真びょう性を確かめる意味で大島について次の検討を行なっ

た句４７年度報告でも述べたように大島においてインダイ・インガキダイが漁業者によっ

て漁獲されるケースはまれで１９６８～１９７４年の水湯記録等によると寄網によって年

間１００尾以下と推定される。

このほか遊漁者による釣獲量も極めて少なく、遊猟者団体の記録等からみても大島に入

漁する遊漁者のして5｡～Zooかｲｼﾀﾞｲ(この場合ｲｼｶﾞｷﾀﾞｲは除く)を釣獲し
ているにすぎないと推定される。大島に来島する年間遊猟者数は約40,000人と推定さ

れており、島氏を含めても年間延５０，０００人を上廻ることはないであろう。これらを基

礎にイシダイについて推算を行なうと次のように左奄

大島への年間定着量ｎ＝３．１５０尾

－７７－
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００～５００犀

上記のように推定できるので年間定着量は一応妥当な数字とみなし得息

以上を総合して芯次のように結論づけられる。

伊豆諸島海域に来遊するインダイ。イシガキダイの稚魚は数量的にも参伊豆諸島海域に来遊するインダイ・イシガキダイの稚魚は数量的にも多く貴重な添加資

源であるにもかかわらず、実|祭の添加量はその－部にすぎ７６Ｗも定着釧体型に達し左ぃ多く

の未添加群は黒潮流によって運搬され続けるであろうが、黒潮の一般的流向から考えて本

土沿岸への添加群となるものは少なくかなりの量が無添加資源として消滅することも考え

られあ。

栽培漁業の展開方策

l）展開規模の基準

漁場の収容力という観点からみた場合猫次のよう左基準のおきかたが提起されるが､再各

項ともに基準を求める材料が不充分である。

ａ・漁獲努力が極めて少なかった時代の話としてｉかっては相当に釣れたといわれてい

Ｚ

－７９－



るので哩当時の分布量寳では収容力はあるものとみなければなら左いが数字的な根拠

を現在では握みょうがない。

ｂ・水深５０，，位までを分布域とするといわれているが、餌料の現在量を考えた場合は

全域を均一的に評価するわけにはいかないし、現在量の実態も全体的に把握し得てい

ない。

ａおよびｂの考え方を現在までのｉｉｉ査結果の'二|ｺからまとめるとすれば､､磯魚の分布量中に

占めるインダイ科魚類と食性を同じくする魚類の割合を基準にする方法が残されるへすな

わち、４９年度報告の食性の項において述べた大島差木地地先における三枚網による磯魚

の漁獲重量比を即分布璽量比とみなすことにより収容力の目安を得ることである（図Ｂ－

１２参照）。これによると動食性魚種は全体の２２５鑑であるが、そのうちインダイ科魚

種との競合種は７２．９鞘を占めている。そしてインダイ科魚種の分布量は競合種全体に対’

してその１／１７．４に過ぎない。競合種はタカノハダイ゜ヒメジであるカヘいずれもイン

ダイ科魚種に比べて利用価値は低い､問題はあろうか、いわゆる魚種交替ﾗｳ;可能であれば

このあたりを目安に考えていきたい

2）展開に当っての問題点

放流魚の定着や移動の問題については数年にわたる標識放流の結果から定着説と移動説

（静岡）とに分れているガム周囲が深癖である伊豆諸島のようないわゆる閉鍍環境では標

識放流魚の再捕結果にもみられる上うに他の水域への移動はないものと考えたい。

いまひとつの問題点として食性があげられ島やはり食性の項で述べたように未成魚・

成魚ともにＧＡＳ'ｒＲＯＰＯＤＡを多食している。貝類について既に栽培漁業を展開しつつあ

る時友ので被捕食者に左るよう左貝類の増殖については慎重でありたい。例えばサザエの

ように岩礁の表面を常時行動する貝類については問題がある。アワビ・トコブシのように
ﾏﾛ

岩の間隙や下にすみ-場を持つ種類については支障はないものと考えられる。

3）展開の具体策

前述の街源の添加実態左らびに展開華準と問題点をふまえて、インダイ゜インガキ鋲イ

の栽培漁業の農開を考える場合それによる経済効果をも予測し旗ければならないが、実

験結果も少左〈現罰潜では効果を確認j-るまでに至っていないので、更に放流技術開発に

併せ-鰯追ijiliが必妥で遡る。したかってｉここでは経済効果が上るものと仮定したうえでの

目標設定とその実現のための具体策を述べることとする。

（１）目標の設定

n句

Ｉ
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目標は本魚種の場合次の２通りを考えたい。即ち

ａ・活魚出荷により市場価値の増大している本魚種を漁業者の漁獲対象群として生産増

を期待する。

ｂ・幻の魚とすら言われている釣師渇望の本魚種を増加させることにエリ島嘆への来島

者を増加きせ島民経済へのはね返り、即ち副次的効果をねらう。

(2)具体策

一般に栽培漁業展開の具体策として取り上げられているのは①漁場造成②天然種

苗の確保と放流、③人工種苗の放流、その他である爪資源補給の項で述ぺたように流

れ藻等に付随して来遊する天然種苗の定着率か低く、大部分のものが流れ去っているこ

とからみて天然種苗の確保を第一とし、引続き人工種苗の放流を併行して天然種苗補給

のバラツキを補正して計画生産につなげることとしたい。この手Ⅱ頂は経済'性から考えて

も有利な方法と思われる、

天然種苗の確保は次の方法によることとする。

インダイ５０万尾、イシガキダイ２０万尾の未利用天然種苗をすべて確保するわけには

いかないか、次のシステムにより効率的採捕と定着体型までの中間育成が可能である。

しかし、規模等の決定については実験が必要である。

人工流れ藻の設置（固定）→定期的な採捕→中間育成→放流

盛期に跨げる探念橋
また、実施にあたって留意すべき事項は次のとおりである。

ａ・人工流れ藻の設置については渦流等による稚魚付随流れ藻等の－時停滞を考慮して、
■●

海流の一般流向に対して島かげとなる場所を選定する。場所は大島・新島'て適地があ

る。

ｂ・中間育成は地型・天候海況を考慮して網生蓑と陸上池を併用する、大島・式根島が

適地である。

ｃ・盛期における探索採捕は専業者育成が望ましい。

ｄ・放流はインダイ・インガキダイそれぞれの尾叉長５０"皿および７０ⅢﾉWを上回る時点

に行ない、場所は各島の湾入部を適当とする。
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